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⑴ 　建築計画について、次の①～③の要点等を具体的に記述する。なお、要求図面では表
せない部分についても記述する。

① 　ゾーニング計画について工夫したこと

② 　休憩・情報スペース、レストラン及び浴室の計画について、その位置とした理由及
び動線計画において工夫したこと

休憩・情報スペース

レ ス ト ラ ン

浴 室

③ 　勾配屋根の形状を活かした室内空間とするために工夫したこと

⑵ 　構造計画について、次の①及び②の要点等を具体的に記述する。なお、要求図面では
表せない部分についても記述する。

① 　構造上の特徴及び構造計画上特に配慮したこと

② 　勾配屋根の架構計画について、その特徴及び特に配慮したこと
( 図等により補足してもよい。)

⑶ 　設備計画について、次の①及び②の要点等を具体的に記述する。なお、要求図面では
表せない部分についても記述する。

① 　浴室の給湯設備において、採用した熱源方式と採用した理由及び熱源機器の設置場
所について配慮したこと

採用した熱源方式：
採用した理由：

設置場所について配慮したこと：

② 　「浴槽ろ過機」、「非常用発電機」及び「地域特産品売場の空調機」について、その設
置場所を記入し、維持管理及び機器の更新について配慮したこと

浴 槽 ろ 過 機

設置場所：
配慮したこと：

非 常 用 発 電 機

設置場所：
配慮したこと：

地域特産品売場
の空調機

室内機

設置場所：
配慮したこと：

室外機

設置場所：
配慮したこと：

⑷ 　建築物の特徴 ( 勾配屋根、吹抜け等 ) に対応した環境負荷低減について、配慮したこと
を具体的に記述する。なお、断面図等において補足してもよい。
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